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社会情動的スキルや 世紀型スキルを育成する
カリキュラムの開発と実践

―実践効果の学級間比較に基づくカリキュラムの改訂―

○松永健一郎（大垣市立上石津中学校） 吉澤寛之（岐阜大学）
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の台頭により，今までの生活や教育の在り方

が一変する時代となることが予想される 世紀

においては，社会情動的スキル（非認知スキル）

の向上が，記憶力や学力， などの賢さに関する

認知スキルよりも社会的成功に結びつきやすいと

言われている 。

松永・吉澤 は，ある市内の小学校児童

を対象としたアンケート調査の結果から，社会情

動的スキルと 世紀型スキルが顕著に高い学校

を明らかにし，その学校カリキュラムを分析した。

その結果，教科の学習において，児童の主体性を

大切にした「協働的学び合い」を中核に据え，「自

己調整学習 」と「探求的会話

を支えるグラウンド・ルール

」に対応した指導が行われている

ことを踏まえ，新たな学校カリキュラムを考案し

ている。

は，認知能力は

歳までに完成するが，非認知能力は後年（ 代後

半）でも向上できるとしている。また遠藤

は，教科以外の教育的な環境が，社会情動的コン

ピテンス及びアウトカムに大きく関わると述べて

いる。これらのことから，部活動など教科以外の

活動の幅が大きく広がるのは中学校であることを

考慮し，松永・吉澤 で考案されたカリキ

ュラムを中学校で実践し，効果を学級間で比較す

る。

方 法

実践・分析対象者

岐阜県内 中学校 学級の生徒 名（ 年生

名； 年生 名； 年生 名）を対象に

年 月に事前調査， 名（ 年生 名； 年生

名； 年生 名）を対象に同年 月に事後調

査を実施した。

効果測定内容

世紀型スキルに相当する授業場面の批判的

学習態度（楠見他 ），友達と会話をするスキ

ル（山口他 ），他者理解スキル（東海林他

），貢献度・所属感・信頼感（髙坂 ）の

尺度，非認知能力に相当する集団場面で自分を

おさえるスキル（山口他 ），行動の積極性・

能力の社会的位置づけ（赤松他 ），視点取得

と共感的関心（長谷川他 ），根気・一貫性（西

川他 ）の 尺度を実施した。

実践内容

事前調査では，集団場面で自分をおさえるスキ

ルと視点取得の低さが確認されたため，カリキュ

ラムに調整を加え，以下の実践を行った。

職員への研修 背景理論の周知と予備調査

結果の伝達， 教科の単元指導計画・道徳・特別

活動・使用プリントの例の提示を実施した。

研究推進委員会との協働 令和元年度の道

徳の研究発表会に向けた研究の柱への理論の組み

込み， 若手研修を実施した。

特別活動指導部との協働 保護者や地域住

民への背景理論の啓発， 夏休みの課題への本カ

リキュラムの適用を行った。

結果と考察

学級要因と時期要因を独立変数，上記の各尺度

を従属変数とする二要因の分散分析を行った。他

者理解スキルでは，交互作用が有意であり

， 年 組が有意に上

昇した。また，集団場面で自分をおさえるスキル

では，交互作用が有意であり

， 年 組が有意に上昇した。

その後， 月の結果が有意に上昇した原因につ

いて，学級担任に構造化面接を行った結果，リー

ダーを中心とした学級経営や，リーダー指導が行

われていることが明らかとなった。そのため，こ

れらの観点を踏まえ改訂したカリキュラムが新た

に考案された（ ）。今後は，本カリキュラ

ムを実施し，その効果検証が求められる。

本結果を踏まえた改訂版学校カリキュラム

社会情動的スキルを伸ばすためのカリキュラム

①準備をする

③仲間と結果を見つめる ②がんばる自分と仲間を見つめる

○単位時間、単元、年間計画の目標を
立てる。
○目標を突破するための方略を仲間と
ともに考える。

○目標の達成状況を確認する。
○成果・課題の確認、及び、その原因を自
分と仲間との関わりの中で考える。
○学んだことが他で活かせる場面を考える。
○努力を認め合い、伝える。

○目標に対する姿を自己モニタリングする。
○今進めていることの意味を確認する。
○よりうまく進められる方法、うまくいか
ないときの対処法を仲間と共に考える。
○方略や努力を認め合い、励まし合う。
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